
▶導入メリット

▶システム概要

児童相談システムは、児童福祉法及びこども家庭庁「こども家庭センターガイドライン（児童福祉）」に基づいて開発したシステムであ
り、下記の業務フローに基づいた各記録類の入出力がおこなえるシステムです。

MARS.NET

ご担当者ごとに管理している相談ケースをシステムに集約し、一か所管理できます。

市町村様に寄せられた各相談をパッと検索し、児童記録や経過記録を確認できます。
住民基本台帳や健診・予防接種歴との連携により、支援に必要となる情報も閲覧可能です。

福祉行政報告例の集計やジェノグラムの作成など、専用機能を使うことで時間の要する業務を改善。
相談に向き合う時間を確保できます。



販売元

カタログの内容は予告無く変更する場合がありますので、ご了承願います。 ●このカタログの制作は令和6年4月です。

▶システムの特⾧

▶動作環境
▶スタンドアロン ▶サーバ ▶クライアント

ストレスなく、探したい情報をパッと検索できる複数の検索
機能を用意しました。旧姓の検索にも対応しています。

▶特長の異なる複数の検索機能

▶住民基本台帳および健診・予防接種歴との連携

住民基本台帳との連携により、児童の氏名や住所、家族構成
等の引用登録がおこなえます。また、健康管理システムと連
携することで、健診や予防接種歴の閲覧も可能となります。

開発元

〒401-0016 山梨県大月市大月町真木1892-1
TEL 0554-21-2511 FAX 0554-21-2501

株式会社 MARS

HP：https://www.mars-corp.net/

児童記録票などの台帳入力が完了すると同時に、経路別･相
談種別･処理別による集計票（年度別など）が瞬時に生成さ
れます。

▶福祉行政報告例の帳票を簡単作成

集計に必要な項目の値が未
入力の児童を検索します

児童相談、虐待相談、関係機関からの照会情報を3種別に分
けてケースを管理します。TOP画面もそれぞれのケースを
素早く探せるように窓口を分けました。

▶種別ごとにケースを管理、迷わないTOP画面

厚生労働省の「要保護児童等に関する情報共有システム」との
連携機能です。自動または手動にて、連携用のCSVファイルを
出力できます。

▶要保護児童等に関する情報共有システムとの連携

パソコンの操作に不慣れな操作者でも簡単にきれいなジェ
ノグラムを作成できる専用機能をご提供いたします。

▶使いやすいジェノグラム機能

●OS Windows10 pro 以降
●CPU 第7世代 Intel Core i5以上
●ﾒﾓﾘ 8GB以上
●HDD 空き容量100GB以上
●その他
Internet Information Service 10.0
SQL Server 2019 Standard 以降 (又はExpress)
Internet Explorer(IE) 11またはMicrosoft Edge
Microsoft Word 2019 以降 Microsoft Excel 2019 以降
Adobe Acrobat Reader DC

●OS Windows Server 2019以降
●CPU Intel Xeon E-2234 4コア以上
●ﾒﾓﾘ 8GB以上
●HDD 空き容量300GB以上
●その他
Internet Information Service 10.0
SQL Server 2019 Standard 以降
Microsoft Word 2019 以降
Microsoft Excel 2019 以降

●OS Windows10 pro 以降
●CPU Intel Core iシリーズ
●ﾒﾓﾘ 4GB以上推奨
●HDD 空き容量20GB以上
●その他
Internet Explorer(IE) 11またはMicrosoft Edge
Microsoft Word 2019 以降
Microsoft Excel 2019 以降
Adobe Acrobat Reader DC

※本カタログに記載した内容は、代表的な機能の一部です。詳細は、販売元にお問い合わせください。


